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〔
第
八
回
春
陽
会
展
覧
会
〕
記
録 

 
 

① 
 
 

 

・
〔
美
術
の
春 

賑
や
か
な
上
野
〕 

晩
春
か
ら
初
夏
へ
か
け
て
美
術
界
は
陽
春
の

桜
時
に
比
べ
る
と
観
衆
の
心
も
お
ち
つ
い
て
来
る
の
と
共
に
（
東
京
）
府
美
術
館
で

は
洋
画
と
日
本
画
の
競
争
的
展
覧
会
が
開
か
れ
て
ゐ
る
。
洋
画
は
春
陽
会
第
八
回
展

で
一
般
出
品
が
三
千
七
百
余
点
に
達
し
た
と
云
ふ
隆
盛
さ
、
そ
の
う
ち
か
ら
厳
選
さ

れ
た
二
百
余
点
と
同
人
の
力
作
、
そ
れ
に
今
年
は
硲
伊
之
助
氏
の
滞
欧
作
と
長
谷
川

潔
氏
の
版
画
に
倉
田
白
羊
氏
が
郷
里
の
山
中
に
籠
っ
て
制
作
三
昧
に
入
っ
た
山
中

諸
作
の
三
つ
が
、
各
特
別
室
を
飾
っ
て
人
気
を
呼
ぶ
。 

 

（
＊
）
硲
伊
之
助 

十
六
点
／
倉
田
白
羊 

十
九
点
／
長
谷
川
潔 

十
四
点
。
図
録
か

ら 

（『
東
京
朝
日
新
聞
』 
四
月
二
十
日
） 

  

「
春
陽
会 

搬
入
三
千
八
百
点 

入
選
発
表
廿
一
日 

 

春
季
美
術
展
の
内
最
も
注
目
さ
れ
る
春
陽
会
は
廿
二
日
か
ら
府
美
術
館
で
開
催

さ
れ
る
が
、
十
七
日
午
後
に
の
締
切
迄
に
三
千
二
百
七
十
八
点
、
地
方
出
品
五
百
九

十
四
点
、
合
計
三
千
八
百
七
十
二
点
の
搬
入
が
あ
っ
た
。
十
八
日
か
ら
例
の
公
開
鑑

別
を
行
ひ
、
入
選
発
表
は
廿
一
日
の
予
定
で
あ
る
。 

 

今
年
の
春
陽
会
は
滞
佛
中
の
長
谷
川
潔
氏
の
版
画
、
硲
伊
之
助
氏
の
滞
欧
作
及
び

倉
田
白
羊
氏
が
信
州
で
描
い
た
山
中
作
品
が
特
別
陳
列
と
な
る
の
で
注
目
さ
れ
て

い
る
。」 

   

▽
雑
記
帳 

「
春
陽
会
展
に
《
人
形
の
あ
る
静
物
》
を
出
品
し
た
新
入
選
の
澁
澤
英

雄
氏
は
澁
澤
子
の
四
男
。
田
園
都
市
や
目
黒
蒲
田
電
鉄
そ
の
他
会
社
の
重
役
さ
ん
。

和
田
英
作
氏
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
今
は
長
谷
川
昇
氏
に
師
事
。 

 
 
 
 

② 

（『
東
京
朝
日
新
聞
』） 

 
 

 

 

＊
「…

入
選
者
の
変
わ
り
種
で
は
、
長
谷
川
昇
の
弟
子
で
田
園
都
市
、
蒲
田
映
画
、

帝
劇
等
の
重
役 

澁
澤
英
雄
氏
（
栄
一
子
の
四
男
）
で
あ
る
が
、
十
年
学
ん
で
初
め

て
「
静
物
」
の
一
点
が
入
選
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
会
研
究
所
で
二
ヶ
月
ば
か

り
習
っ
て
入
選
し
た
会
社
員
も
あ
っ
た
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

（『
国
民
新
聞
』 

四
月
二
十
二
日
） 
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▽
手
帖 

「
林
倭
衛
、
山
本
鼎
両
画
伯
が
春
陽
会
の
会
規
に
触
れ
て
百
円
ず
つ
の
罰

金
を
食
っ
た
▼
と
い
ふ
い
さ
さ
か
冗
談
め
い
て
聞
こ
え
る
が
、
こ
の
御
両
人
芸
術
的

良
心
が
勝
ち
す
ぎ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
怠
け
た
の
か
今
度
の
展
覧
会
（
第
八
回
展
）

に
一
点
の
出
品
も
し
な
い
と
い
う
の
で
懲
罰
に
処
せ
ら
れ
た
わ
け
だ
▼
と
こ
ろ
が

こ
の
規
約
の
提
案
者
が
林
氏
自
ら
で
し
か
も
今
度
が
第
一
回
の
違
反
と
は
飛
ん
だ

江
藤
新
平
だ
と
、
会
員
連
喜
ぶ
ま
い
こ
と
か
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 
 

（『
東
京
朝
日
新
聞
』 

四
月
二
十
四
日
） 

   

・
〔
春
陽
会
展
を
見
る
〕 

最
近
ど
の
展
覧
会
も
著
し
い
出
品
の
増
加
を
来
し
て
る

が
、
春
陽
会
で
は
本
年
は
特
に
昭
和
賞
（
帝
展
、
二
科
、
春
陽
会
三
団
体
で
持
ち
回

る
Ｙ
氏
賞
）
の
順
番
に
相
当
す
る
せ
ゐ
あ
っ
て
か
一
躍
七
百
余
点
の
激
増
を
示
し
て

三
千
八
百
七
十
一
点
の
搬
入
を
見
た
が
、
こ
の
う
ち
入
選
二
百
五
十
六
点
と
は
何
ん

と
い
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
厳
選
で
あ
っ
た
。
し
か
も
多
数
の
出
品
は
例
年
に
比
し
見

る
べ
き
も
の
が
多
く
、
い
は
ゆ
る
間
に
合
わ
せ
の
愚
作
が
少
な
い
た
め
に
審
査
は
非

常
に
困
難
で
、
毎
年
三
日
位
に
終
わ
る
慣
例
を
破
っ
て
、
辛
う
じ
て
四
日
間
で
喰
い

と
め
た
、
か
う
い
ふ
意
外
な
支
障
の
た
め
廿
二
日
の
招
待
日
に
目
録
が
間
に
合
わ
な

い
と
い
ふ
状
態
。
が
こ
れ
も
美
術
全
盛
期
の
よ
き
反
映
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
兎

に
角
す
ば
ら
し
い
逸
品
は
な
い
に
し
て
も
、
さ
す
が
に
大
ふ
る
へ
に
か
け
ら
れ
た
だ

け
の
見
ご
た
へ
あ
る
作
品
が
揃
っ
て
ゐ
る
。
変
り
種
と
し
て
目
に
つ
く
の
は
青
山

（
義
雄
）
氏
の
「
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」、
横
堀
（
角
次
郎
）
氏
の
「
風
景
」
に
見
る
特

色
あ
る
緑
葉
の
表
現
法
な
ど
で
あ
る
。
出
品
を
怠
っ
た
林
（
倭
衛
）
、
山
本
（
鼎
）

二
氏
を
除
く
会
員
諸
氏
の
努
力
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。 

 

足
立
氏
の
爽
や
か
な
風
景
数
点
、
硲
氏
の
十
数
点
に
及
ぶ
滞
欧
土
産
、
長
谷
川
昇

氏
の
目
も
覚
め
る
や
う
な
綺
麗
な
絵
、
木
村
荘
八
氏
の
唐
人
お
吉
に
題
材
を
と
っ
た

「
歌
妓
支
度
」
な
ど
は
観
者
の
足
を
留
む
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
（
小
杉
）

未
醒
氏
の
日
本
画
数
点
も
、
い
か
に
も
氏
ら
し
い
特
質
が
表
は
れ
て
ゐ
て
面
白
い
。

「
試
馬
」
な
ど
に
は
特
に
そ
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
ゐ
る
。
最
終
室
に
飾
っ
た
木
村
、

足
立
両
氏
の
挿
絵
の
陳
列
は
と
も
に
最
近
の
連
載
物
を
連
想
せ
し
む
る
点
に
お
い

て
興
味
の
深
い
も
の
が
あ
る
。（
五
月
十
四
日
迄 

東
京
府
美
術
館
） 

 
 

④ 

（『
東
京
朝
日
新
聞
』 

四
月
二
十
三
日
） 
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〔
春
陽
会
第
八
回
展
出
品
作
品
〕 

 

 
 
 
 
 
  

 

中
川
一
政 

《
枯
山
》 

 
 
 
 
 
 

 

木
村
荘
八
筆
《
歌
妓
支
度
》（
エ
ス
キ
ス
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

足
立
源
一
郎 

《
五
月
雨
る
穂
高
》 

 
 
 
 

長
谷
川
昇 

《
少
女
と
仔
犬
》 

 

 
  

 
 
 
 

 

硲 

伊
之
助 

《
南
仏
の
道
》 

 
 
 
 

森
田
恒
友 

《
春
の
池
畔
》 

  

 
 

 
 

長
谷
川 

昇 
《
裸
体
（
ラ
タ
イ
）》 

 

小
林
徳
三
郎 

《
金
魚
を
見
る
裸
の
子
》 
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鬼
頭
甕
二
郎 

《
早
春
》 

           

「
第
八
回
春
陽
展
」
展
評 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 

小
島
善
太
郎
「
春
陽
会
の
所
見
」（
上
） 

《
毎
春
麗
か
な
季
節
に
開
催
を
続
け
て
、
実
に
春
陽
会
展
、
早
や
八
回
目
数
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
今
年
の
同
展
は
、
硲
伊
之
助
氏
の
滞
欧
特
別
陳
列
に
、
長
谷
川
潔
氏

の
滞
欧
版
画
、
及
び
倉
田
白
羊
氏
の
山
間
制
作
等
以
上
三
つ
の
特
別
陳
列
及
び
新
進

会
員
諸
氏
の
力
作
等
に
よ
っ
て
活
気
を
見
せ
て
ゐ
る
。
た
だ
遺
憾
な
の
は
一
般
公
募

作
が
不
相
変
小
品
で
、
小
品
が
悪
い
と
云
う
の
で
は
な
い
が
、
ど
う
も
気
勢
が
揚
ら

な
い
。
こ
れ
は
元
気
な
力
に
充
ち
て
ゐ
若
人
に
、
よ
り
多
く
の
抱
負
を
持
っ
て
貰
い

た
い
も
の
と
思
う
。…

…

》 

（『
時
事
新
報
』 

四
月
二
十
九
日
） 

  

小
島
善
太
郎
「
春
陽
会
の
所
見
」（
下
） 

《…

長
谷
川
潔
氏
の
特
別
陳
列
の
版
画
十
四
点
は
、
絹
ざ
わ
り
の
様
な
繊
細
の
も
の

で
、
近
く
に
寄
っ
て
そ
の
仕
事
を
味
へ
ば
作
者
の
興
意
と
知
識
を
感
知
さ
せ
て
、
確

か
に
鑑
賞
の
世
界
に
導
い
て
行
く
。
一
面
智
的
で
、
様
式
は
佛
国
十
八
世
紀
頃
の
版

画
に
見
る
味
ひ
と
、
丹
念
な
技
量
と
精
緻
と
を
持
っ
た
デ
リ
シ
ア
ス
な
仕
事
で
あ
る
。

君
の
こ
う
し
た
仕
事
は
、
こ
れ
迄
の
日
本
に
余
り
な
く
、
こ
の
ヒ
ン
ト
に
よ
っ
て
又

何
も
の
か
を
日
本
に
も
た
ら
す
も
た
ら
す
で
あ
ら
う
。…

 

…

三
岸
好
太
郎
氏
の
本
年
の
作
は
皆
一
段
の
進
境
を
示
し
、
怪
奇
な
「
マ
リ
オ
ネ
ッ

ト
」
な
ど
素
朴
な
仕
事
で
「
読
書
少
女
」
も
深
み
と
力
が
あ
る
。
真
田
久
吉
氏
は
稍
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老
弱
の
き
ら
ひ
を
覚
え
、
昔
日
の
抱
負
を
呼
び
覚
ま
せ
て
欲
し
い
。
坂
口
左
右
視
氏

の
出
品
中
「
立
木
」
に
魅
力
が
多
い
。
横
堀
角
次
郎
氏
は
稍
黒
く
重
き
表
現
の
中
で

「
水
無
き
川
」
な
ど
面
白
く
見
た
。
小
穴
隆
一
氏
は
才
筆
に
過
ぎ
充
実
が
な
い
の
で

作
を
軽
く
さ
せ
て
ゐ
る
。…

》 

（『
時
事
新
報
』 

四
月
三
十
日
） 

    

豊
田 

豊
「
春
陽
会
展
批
評
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 
 

《 

四
大
家
の
洋
画 

先
づ
こ
こ
に
源
一
郎
、
石
井
鶴
三
、
森
田
恒
友
、
中
川
一
政

と
い
ふ
一
団
が
る
。
彼
ら
は
皆
日
本
画
と
洋
画
の
両
刀
使
い
で
あ
る
が
、
私
は
先
づ

最
初
に
彼
等
の
本
格
で
あ
る
洋
画
に
就
い
て
言
葉
を
消
費
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
。
こ
の
四
家
は
本
来
可
な
り
先
鋭
な
個
性
の
持
主
で
あ
り
な
が
ら
、
今
年
の
画

業
は
四
家
轡
を
揃
え
て
、
そ
の
先
鋭
さ
を
う
ち
に
潜
め
て
、
妙
に
大
人
び
て
森
閑
と

し
た
、
真
面
目
臭
っ
た
所
謂
大
家
藝
の
自
若
た
る
と
こ
ろ
を
展
開
し
て
居
る
。
蓋
し

後
進
青
年
の
模
範
た
り
得
る
に
足
る
テ
キ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
的
表
現
で
あ
る
。
し
か
し

私
は
今
年
の
槐
樹
社
に
於
い
て
牧
野
虎
雄
君
が
、
高
間
惣
七
君
が
、
国
画
会
に
於
い

て
梅
原
龍
三
郎
君
が
、
川
島
理
一
郎
君
が
、
上
記
四
君
と
程
等
し
い
年
齢
の
立
置
を

以
て
、
至
極
勇
敢
に
跳
躍
し
、
溌
剌
と
し
て
旋
回
し
て
る
の
に
比
較
し
て
、
こ
の
人

達
の
仕
事
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
賛
頌
を
呈
示
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。…

》 

（『
文
藝
』 

昭
和
五
年
五
月
一
日
号
） 

                  


